
株
の
向
こ
う
側
が
、
常
に
透
け
て
見
え
る
状

態
が
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
、
特
に
摘
葉
を
中

心
に
、
整
枝
を
組
み
合
わ
せ
た
管
理
を
継
続

し
ま
す
。

　

ま
た
、
８
〜
10
節
目
の
側
枝
は
、
枝
元
か

ら
切
り
落
と
し
、
株
元
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
な
お
こ
れ
ら
の
３
本
の

枝
は
、
通
常
側
枝
で
１
本
、
孫
枝
で
１
本
の

果
実
が
収
穫
で
き
ま
す
が
、
孫
枝
の
収
穫
は

欲
張
ら
ず
、
側
枝
の
果
実
が
収
穫
で
き
た
時

点
で
切
り
落
と
す
方
が
、
着
果
負
担
が
少
な

く
な
る
の
で
、
長
期
栽
培
に
は
有
効
で
す
。

　

仕
立
て
を
親
づ
る
１
本
仕
立
て
よ
り
も
、

親
づ
る
１
本
、
子
づ
る
２
本
の
３
本
仕
立
て

に
し
、
初
期
か
ら
葉
枚
数
を
稼
ぐ
よ
う
に
し

ま
す
。
７
節
目
ま
で
は
、
子
づ
る
と
雌
花
を

除
去
し
、
８
節
目
と
９
節
目
の
子
づ
る
を
左

右
に
伸
ば
し
、
親
づ
る
と
併
せ
フ
ォ
ー
ク
状

に
誘
引
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
本
の
主
要
な
つ
る
は
、
手
の
届
く
高
さ

で
摘
芯
し
、
そ
れ
ら
か
ら
出
る
枝
に
つ
い
て

は
、
１
本
仕
立
て
の
場
合
と
同
様
、
１
葉
も

し
く
は
２
葉
で
摘
芯
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
３
本
仕
立
て
で
は
、
収
穫
開
始
か
ら

１
カ
月
の
収
量
が
増
え
る
分
、
株
へ
の
負
担

も
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
強
勢
台
木
の
利

用
や
追
肥
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
草
勢
の

維
持
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

圃ほ

場
の
準
備

　

10
㎡
当
た
り
N
：
P
：
K
＝
3
0
0
〜
3 

5
0
ｇ
：
3
5
0
〜
4
0
0
ｇ
：
3
0
0
〜

3
5
0
ｇ
の
元
肥
と
堆た

い

肥ひ

を
約
20
㎏
投
入
し
、

定
植
の
1
週
間
前
に
は
、
マ
ル
チ
を
張
っ
て

お
き
ま
す
。
株
間
は
約
１
ｍ
に
設
定
し
、
圃

場
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

長
期
栽
培
の
た
め
に
は
、
仕
立
て
を
親
づ

る
１
本
に
す
る
こ
と
と
、
以
下
の
２
点
の
取

り
組
み
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

着
果
節
位
を
上
げ
る

　

雌め

花
が
開
花
す
る
と
、
養
分
は
雌
花
へ
の

供
給
が
優
先
さ
れ
、
茎
葉
や
根
へ
は
減
少
し

ま
す
の
で
、
収
穫
開
始
が
１
日
で
も
遅
く
な

る
よ
う
、
雌
花
は
10
節
目
ま
で
除
去
し
、
ま

ず
は
株
作
り
と
根
圏
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

摘
葉
･
整
枝
で
樹
姿
の
維
持
を

　

収
穫
開
始
か
ら
１
カ
月
が
経
つ
こ
ろ
に
は
、

主
枝
の
葉
が
す
べ
て
除
去
さ
れ
て
い
る
よ
う
、

摘
葉
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
そ

れ
以
降
の
茎
葉
の
茂
り
具
合
に
つ
い
て
は
、

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

キ
ュ
ウ
リ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

キュウリ担当

新
しん

　久
ひさ

紀
のり

↑敷きわらの代わりに地温上昇の緩和の
効果も得られる「わらイラズ」。

↑7節目までは側芽をとり、株元
をすっきりさせる。

キュウリ（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 270

条数（条） 2

株間（㎝） 60

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

Ａ　梅雨明け後の夏の日差しは、 気温だけでなく、急激
な地温の上昇も招き、キュウリの草勢低下の原因とな

ります。対策としては、マルチの上に敷きわらをすること
で、日中の地温上昇を緩和できます。わらが手に入らない
場合は、「わらイラズ」でマルチの上を覆うことでも同様
の効果が得られます。また、根の活性を高める「メネデー
ル」や根が伸びやすい土壌環境を整える酸素供給材
「Ｍ.Ｏ.Ｘ薬剤」の潅注も、根圏の整備を進めるうえでは
効果的です。

Ｑ  キュウリの夏バテ対策

栽
培
期
間
を
延
ば
す
に
は

短
期
多
収
を
ね
ら
う
に
は

子
ど
も
の
好
き
な
野
菜
第
２
位
！

み
ず
み
ず
し
い
味
わ
い
と
食
感
が
魅
力
！

→
長
期
栽
培
を
目
指
す
た
め
に
は
、
10
節
く
ら
い
ま
で

の
雌
花
を
除
去
し
収
穫
を
遅
ら
せ
る
。
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良苗の見分け方

　うどんこ病、べと病の耐病性だけ
でなく、盛夏期に問題となるウイル
ス病（ZYMV）にも耐病性をもった
「Ｖアーチ」「Ｖロード」がおすす
めです。これら２品種は、耐暑・耐
旱性にすぐれ、高温になっても側枝
が止まることなく、雌花が多く着生
することから、長期にわたっての収
穫が可能です。
　また「Ｖアーチ」は、小葉で立性
の込みにくい草姿をしていますので、
下段の孫枝３～４本を１葉摘芯すれ
ば、以降はあまり枝整理をしなくて
も、過繁茂にならず、栽培を続ける
ことができます。

　うどんこ病、べと病に耐病性で、
トンネル栽培からお使いいただける
「Vシャイン」「夏のめぐみ」がお
すすめです。低温期の側枝発生がよ
いこれら２品種は、果実肥大が早く、
収穫が始まってから約３週間で最盛
期を迎えるため、初期収量の確保が
期待できます。また収穫始めから果
形が安定しますので、早期からの良
品出荷が可能です。
「夏のめぐみ」については、枝発生
と果実肥大のスピードを生かす管理
が必要で、側枝はすべて早めに１葉
摘芯し、孫枝の発生と果実肥大を促
すのが、ポイントになります。

「シャキット」と「半
はん

白
じろ

節
ふし

成
なり

」を漬
け物用として、陳列してみてはいか
がでしょう？「シャキット」は皮が
やわらかく、果肉はしまってサクサ
クした食感が特長で、浅漬け用に最
適です。「Vアーチ」と同様の耐病
性があり、耐暑性にもすぐれていま
すので、長期間栽培も可能です。
「半白節成」は、キムチ用に適した
かための肉質をもっています。梅雨
明け以降は草勢が低下し、収穫量が
落ちますが、低温性にすぐれ、ハウ
ス栽培からお使いいただけます。耐
病性をもっておらず、各節に雌花が
着生する完全雌性型の品種ですので、
栽培初期からの定期的な防除と、収
穫開始後の１週間に１回の定期的な
追肥が、収量確保のポイントになり
ます。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…出荷期間を延ばすなら…

　まず苗の大きさや本葉の枚数に、こだ
わらないようにします。そして「胚軸
（双葉の下）が、長くなく、太くてかた
い」「本葉が大きくて厚みがある」ガッチ
リした苗がよい苗です。また「本葉と地
際部に傷、斑点、変色がない」健苗であ
ることも重要なポイントです。
　定植苗は、本葉３枚前後が理想です。
購入時の苗が、小さかったり、軟弱な場
合には、12㎝のポットに植え替え、養生、
馴化してから、定植するとよいでしょう。

↑胚軸の太さ、葉の厚みなど、本葉枚数や
苗の大きさにこだわらず、がっしりした
苗を選ぶ。

↑「半白節成」は浅漬けだけでなく、オイ
　キムチ（キュウリのキムチ）にも向く。

↑果肉がしまっておいしく浅漬けに最適な
　「シャキット」（写真手前）。

↑初期収量が上がり、果形が
　美しくそろう新品種「Vシ
　ャイン」。

↑うどんこ、べと、ウイルス病に耐病性　
　をもち長期栽培に向く「Vアーチ」。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

果
　
菜
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で
発
芽
が
そ
ろ
い
、
後
の
栽
培
管
理
が
容
易

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
温
が
低
い
と
発
芽

不
良
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
播
種
の

際
は
必
ず
最
低
地
温
18
℃
を
確
保
し
ま
す
。

栽
植
密
度

　

生
育
旺
盛
な
オ
ク
ラ
は
、
密
植
に
よ
っ
て

草
勢
を
抑
え
な
が
ら
栽
培
す
る
の
が
一
般
的

で
す
。
株
間
約
20
㎝
で
１
穴
４
〜
５
粒
程
度

播
種
し
、
発
芽
後
、
３
〜
４
株
に
間
引
き
し

ま
す
。

潅
水
・
肥
培
管
理

　

乾
燥
に
強
い
オ
ク
ラ
は
な
か
な
か
し
お
れ

な
い
た
め
、
潅
水
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

水
不
足
は
生
育
遅
れ
や
奇
形
果
発
生
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
開
花
後
は
定
期
的
に
潅
水
を

行
う
こ
と
で
、
草
勢
が
長
も
ち
し
多
収
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

追
肥
は
１
〜
２
果
収
穫
後
か
ら
月
２
回
程

度
、
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
30
ｇ
程
度

ず
つ
を
目
安
に
肥
切
れ
を
起
こ
す
前
に
施
し

ま
す
。

適
葉

　

オ
ク
ラ
の
栽
培
は
栽
植
密
度
が
高
い
た
め
、

摘
葉
を
怠
る
と
光
線
の
透
過
が
悪
く
な
り
、

病
虫
害
の
発
生
や
果
実
品
質
の
低
下
を
助
長

し
ま
す
。

　

収
穫
節
の
直
下
の
葉
を
2
枚
残
し
、
こ
れ

以
下
の
葉
を
摘
葉
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫

　

「
グ
リ
ー
ン
ソ
ー
ド
」
「
ア
ー
リ
ー
フ
ァ

イ
ブ
」
は
、
莢さ

や

の
長
さ
8
〜
10
㎝
が
収
穫
適

期
で
す
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
角
が
か
た
く
な

る
ほ
か
、
株
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
る
た
め
、

毎
日
の
収
穫
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
丸
オ
ク

ラ
の
「
エ
メ
ラ
ル
ド
」
は
、
莢
長
15
㎝
程
度

ま
で
か
た
く
な
ら
な
い
た
め
、
8
〜
15
㎝
の

間
で
好
み
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
収
穫
で
き

ま
す
。

　

オ
ク
ラ
は
、
人
の
体
内
で
消
化
を
助
け
る

働
き
が
あ
る
粘
り
成
分
「
ム
チ
ン
」
や
「
ペ

ク
チ
ン
」
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
暑
さ
で

胃
腸
が
弱
り
が
ち
に
な
る
真
夏
に
ぴ
っ
た
り

で
、
ま
さ
に
夏
の
健
康
野
菜
の
代
表
と
い
え

ま
す
。

　

一
般
的
に
、
生
育
が
旺
盛
で
栽
培
し
や
す

い
こ
と
か
ら
、
要
所
を
押
さ
え
た
管
理
作
業

を
行
う
だ
け
で
多
収
が
望
め
ま
す
。

施
肥
設
計

　

元
肥
は
、
栽
培
初
期
か
ら
過
繁
茂
に
な
る

の
を
防
ぐ
よ
う
少
な
め
に
施
し
、
追
肥
重
視

の
施
肥
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
堆た

い

肥ひ

を
十
分
に
投
入
し
た
う
え
で
、
10
㎡
当
た
り

チ
ッ
ソ
1
5
0
ｇ
、
リ
ン
酸
1
2
0
ｇ
、
カ

リ
1
5
0
ｇ
を
目
安
に
施
し
ま
す
。
圃ほ

場
選

定
の
際
は
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
、
連
作
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

播
種

　

オ
ク
ラ
は
種
皮
が
か
た
く
、
吸
水
に
時
間

が
か
か
る
た
め
、
播
種
前
の
一
昼
夜
、
ぬ
る

ま
湯
に
浸
し
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

オ
ク
ラ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

オクラ担当

河
かわ

西
にし

　孝
たか

昭
あき

↑オクラは生育旺盛なので元肥は控えめに行い、
連作を避ける。

オクラ耕種基準

畝幅（㎝） 150

条数（条） 2

株間（㎝） 30

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

↑最低地温18℃以上を確保し、発芽をそろ
える。

子
ど
も
の
好
き
な
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ
第
10
位
！！

大
人
よ
り
子
ど
も
に
好
か
れ
る
夏
野
菜

→
収
穫
の
目
安
は
基
本
莢
長
８
〜
10
㎝
と
し
、

　

と
り
遅
れ
な
い
よ
う
毎
日
行
う
。

88　2013 タキイ最前線 春号

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

果
　
菜

オ
ク
ラ



　丸オクラの「エメラルド」は、莢に
角がないため、非常にやわらかな食
感が楽しめます。通常の五角オクラ
では、15㎝程度の大莢になると角が
筋張ってかたくなってしまいますが、
「エメラルド」は大莢になってもや
わらかさが持続するため、収穫サイ
ズに幅をもたせることができます。

　五角オクラの「アーリーファイブ」
は、鮮やかな濃緑の莢が特長の早生
品種です。低い節位から断続的に着

ちゃっ

莢
きょう

し、収穫初期から安定して多収を
望めるため、早期出荷に適します。

 「グリーンソード」は、強勢で栽培
後半まで草勢が旺盛であることから、
最も消費が伸びる盛夏から初秋まで、

長期的な収穫が可能です。また、光
沢のある極濃緑色の莢は、イボ果な
どの奇形果の発生も少なく、見栄え
がよいことから、店頭でもひときわ
目を引きます。

　直売所では、スーパーなどではあ
まり見かけない珍しい品種も人気で
す。複数の品種をうまく使い分け、
バラエティに富んだ品種の出荷を目
指しましょう。　

↑直売出荷では赤莢や丸莢など、大型量販
　店では見かけないような品種も取りそろ
　えたい。

↑収穫初期から多収が望める早生種の「ア
　ーリーファイブ」。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…

出荷期間を延ばすなら…

出荷のヒント

ポット育苗で早期出荷を目指す

　春先に播種を行って早期出荷を目指
す作型などで、播種時に最低地温18℃
を確保するのが困難な場合は、ポット
育苗を行うとよいでしょう。９㎝ポッ
トに３～４粒ずつ播種し、本葉2 . 5枚
程度まで育苗した後、畝に定植します。
定植遅れは根圏の発達不良の原因とな
るため、十分に注意しましょう。

赤莢の変わり種
「ベニー」

　家庭菜園での栽培には、赤い莢色が特徴の「赤
オクラ」に属する変わりダネ、「ベニー」はいか
がでしょうか。赤オクラは、茹でると赤色が抜け
てしまうのですが、莢長５～６㎝の若莢は非常に
やわらかで、茹でずに生のまま食べてもおいしい
ことから、刻んでサラダの彩りなどとして使うこ
とができます。ぜひ、家庭菜園で若莢を収穫し、
生のオクラを味わっ
てみてください。ま
た、若莢を直売所へ
出荷し、消費者へ新
しい食べ方を提案す
るのもよいでしょう。

私の菜園
私の
菜園

　　　　　　　　→
若莢をサラダに利用
するなど、彩りを楽
しみたい赤オクラ
「ベニー」。

↑９㎝ポット
　に３～４粒
　播種。

←丸い莢で非常にやわ
↓らかな食感をもち、
　生食にもぴったりな
　「エメラルド」。

↑双葉展開後２本に
　間引く。（写真は
　プランター栽培） ←最終的に１本とし、

　本葉2 . 5枚まで育
　苗する。
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高
品
質
化
は
畑
の
準
備
か
ら

　

肥
料
は
、
10
㎡
当
た
り
Ｎ
：
Ｐ
：
Ｋ
そ
れ
ぞ

れ
成
分
量
で
２
０
０
ｇ
と
苦
土
石
灰
１
㎏
を

目
安
に
投
入
し
ま
す
。
果
実
の
肥
大
期
以
降

に
チ
ッ
ソ
が
効
き
過
ぎ
る
と
黄
筋
や
空
洞
を

誘
発
す
る
の
で
、
決
し
て
多
肥
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ス
イ
カ
の
根
は
過

湿
に
弱
い
た
め
、
水
は
け
が
悪
い
圃ほ

場
で
は

20
㎝
以
上
の
高
畝
を
立
て
ま
す
。

が
っ
ち
り
し
た
株
を
作
る

　

定
植
後
は
活
着
を
促
す
た
め
、
し
お
れ
さ

せ
な
い
よ
う
こ
ま
め
に
潅
水
し
ま
す
。
親
づ

る
が
伸
び
て
き
た
ら
、
本
葉
５
〜
６
枚
で
摘

芯
し
子
づ
る
４
本
を
目
標
に
仕
立
て
ま
す
。

　

子
づ
る
が
伸
び
だ
し
た
ら
潅
水
を
控
え
て

根
張
り
を
促
す
と
同
時
に
、
夜
は
涼
し
め
に

管
理
し
て
、
節
間
が
短
め
で
葉
に
厚
み
の
あ

る
が
っ
ち
り
と
し
た
株
に
仕
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
着
果
す
る
ま
で
孫
づ
る
は
早
め
に
除
去

し
て
、
草
勢
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

交
配
日
を
記
録
し
て
収
穫
の
目
安
に

　

18
節
前
後
の
雌
花
に
交
配
し
て
着
果
さ
せ

ま
す
。
色
の
異
な
る
棒
を
雌
花
の
そ
ば
に
立

て
て
お
け
ば
、
一
目
で
交
配
日
が
分
か
る
た

め
収
穫
の
際
に
便
利
で
す
。
果
実
が
鶏
卵
大

に
膨
ら
ん
だ
ら
、
子
づ
る
４
本
仕
立
て
の
場

合
大
玉
で
２
個
、
小
玉
で
３
個
を
残
し
て
摘

果
し
ま
す
。
着
果
が
確
認
で
き
れ
ば
潅
水
を

開
始
し
ま
す
が
、
つ
る
先
が
細
く
な
っ
た
り
、

葉
色
が
抜
け
て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
追
肥
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
カ
リ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
を
葉
面
散
布
で
補
っ
て
や
る
と
葉
が
長
も

ち
し
ま
す
。

収
穫
前
の
水
切
り
で
糖
度
ア
ッ
プ

　

一
般
地
の
７
月
収
穫
で
は
交
配
後
、
大
玉

で
45
日
、
小
玉
で
35
日
が
目
安
で
す
。
収
穫

の
10
日
ほ
ど
前
か
ら
潅
水
を
減
ら
し
て
糖
度

を
高
め
ま
し
ょ
う
。
事
前
に
試
し
割
り
を
し

て
熟
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
交
配
日
に
従

っ
て
収
穫
し
て
い
け
ば
品
質
の
そ
ろ
っ
た
良

品
を
出
荷
で
き
ま
す
。

　

ス
イ
カ
の
栽
培
は
難
し
い
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
裏
を
返
せ
ば
栽
培
次
第
で
は
品
質
で
差

別
化
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
は
、

品
質
向
上
に
重
点
を
お
い
た
栽
培
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栽
培
性
と
果
実
品
質
で
苗
を
選
択

　

ユ
ウ
ガ
オ
台
木
に
接
ぎ
木
し
た
苗
が
栽
培

性
と
果
実
品
質
の
面
で
安
定
し
て
い
る
た
め

一
般
的
で
す
。
一
方
、
接
ぎ
木
を
し
な
い
自

根
苗
は
つ
る
割
れ
病
や
草
勢
が
つ
き
に
く
い

点
に
注
意
が
必
要
で
す
が
、
昔
か
ら
最
も
お

い
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
的
に

合
う
苗
を
仕
立
て
ま
し
ょ
う
。

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ス
イ
カ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

スイカ担当

岡
おか

田
だ

　淳
じゅん

↑食味は自根の方がよいものの、接ぎ
木苗の方が栽培性が高く品質が安定
する。（写真は接ぎ木苗）

↑1株につき子づる４本に仕立てる。主枝は５～６
枚で摘芯する。

↑いつ交配したかが分かるよう株に交配日を書
いた札をつけておいてもよい。色の違う棒な
ど立てるとなおわかりやすい。

↑元肥N：P：Kそれぞれ2 0 0ｇと苦土石灰１㎏
を目安に投入し、後半のチッソの効きすぎに
注意。

スイカ（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 270

条数（条） 1

株間（㎝） 75~90

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

好
き
な
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合（
果
物
）堂
々
第
３
位
！

み
ず
み
ず
し
い
甘
さ
で
大
人
気
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スイカはたたいて
中身が分かるか？

　愛らしい縞とさわやかな食味が魅
力のスイカは、売り場に季節感をプ
ラスし、訪れるお客さまを目と舌で
楽しませてくれます。タキイでは直
売所にぴったりなバリエーションに
富む品種を取りそろえていますので、
人目を引くおいしいスイカを出荷し、
リピーターをゲットしましょう！

　自信をもって「紅まくら」をおすす
めします。スイカ特有の風味が豊か
で、酸味成分が少ないため、糖度以
上に甘みを強く感じさせます。珍し
い枕形の果形とおいしさがセットに
なって、消費者の印象に残りやすい
と産地でも好評をいただいています。
草勢は少し強めで空洞や割れの発生
が少ないため、栽培性も良好です。

　小玉種を選択してみてはいかがで
しょうか？  交配後、大玉種で45日
ほどかかるところを35日ほどで収
穫できます。中でも「紅しずく」は、
低温少日照下の着果と肥大が安定し
ているため、早出しにおすすめです。

　かための果肉で日もちのよい「カ
メハメハ」をおすすめします。熟し
てから１週間ほどは畑においても品
質を損なわないので、出荷を調整でき
ます。アメリカではポピュラーな「ク
リムゾンスイート」タイプの独特な
縞模様が存在感をアピールします。

↑独特な縞模様がユニークな「カメハメハ」。
　在圃性も高いので長期出荷に向く。

↑大玉種よりも10日ほど早く収穫できる
　小玉種の「紅しずく」。

↑枕形の果形、酸味少なく甘みの濃い食味
　を兼ね備えアピール度抜群の「紅まくら」。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…

出荷期間を延ばすなら…

↑降雨による病害を防ぐため、マルチ・敷
きわらなどをする。

　中身が熟すと、打音がキンキンという
高い音から低い音に変化しますが、それ
だけで適熟を判断するのは難しいといえ
ます。交配日が分からない場合は打音の
ほかに、着果節の巻きひげの枯れ込みや、
果実の接地面のオレンジ度合いなども含
め総合的に判断して収穫しましょう。

Ａ　降雨による葉の傷や土の跳ね返り
は、炭そ病やつる枯れ病を誘発しま

す。あらかじめトンネルを設置すれば、
雨風からの保護と同時に保温にもなりま
す。また、マルチや敷きわらをしてつる
が直接土に触れないようにしましょう。

Ｑ  梅雨時期の病害を
防ぐには？

↑降雨による病害を防ぐため、マルチ・敷

私の食卓私の
食卓

彩りとおいしさで一押し「シュガームーン」
　スイカの果肉といえばもっぱら赤ですよね？  黄肉は一昔前に流行りました
が、味がよくないと敬遠する方が多いようです。そんな中「シュガームーン」
は黄肉の中玉種ですが、シャリも風味もよく非常においしいので私の一押しで
す。また、黄肉はカロテンを含むため、赤肉とともにスイカカクテルに加えれ
ば、見た目にも体にもおいしい一品になります。

キ
ン
キ
ン

コ
ン
コ
ン

←スイカのカクテル

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

果
　
菜
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枚
ご
ろ
に
第
１
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
追
肥
は
、
極
早
生
種
は
雄
穂

出
穂
直
前
、
中
早
生
種
は
雄
穂
出
穂
期
に
行

い
ま
す
。
チ
ッ
ソ
成
分
量
で
10
㎡
当
た
り
速

効
性
肥
料
を
50
ｇ
追
肥
し
ま
す
。

潅
水

　

水
分
不
足
は
糖
度
不
足
、
先
端
不
稔
、
穂

の
肥
大
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。
１
回
目
の

追
肥
時
期
以
降
は
生
育
が
旺
盛
に
な
り
ま
す

の
で
乾
燥
に
注
意
し
、
開
花
後
も
十
分
な
潅

水
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

害
虫
防
除

　

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
に
対
し
て
は
雄
穂
の
出
穂

期
か
ら
雌
穂
の
出
穂
期
に
粒
剤
農
薬
を
散
布

し
た
り
、
捕
殺
し
た
り
し
て
早
め
に
防
除
し

て
く
だ
さ
い
。

収
穫
時
期

　

絹
糸
抽
出
日
か
ら
21
〜
25
日
ご
ろ
が
収
穫

適
期
で
す
。
試
し
む
き
を
し
て
、
先
端
の
粒

が
十
分
肥
大
し
粒
の
色
が
ま
わ
っ
て
い
れ
ば

収
穫
適
期
で
す
。

畑
の
準
備

　

堆た
い

肥ひ

な
ど
有
機
質
を
多
め
に
施
し
て
深
耕

し
、
排
水
の
悪
い
畑
で
は
高
畝
に
し
ま
す
。

元
肥
は
、
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
成
分

量
で
10
㎡
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
2
0
0
〜
2
5 

0
ｇ
を
施
し
、
畝
幅
は
1
5
0
〜
1
6
0
㎝

程
度
と
し
ま
す
。

播
種

　

発
芽
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
地
温
を
14
℃
以

上
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
14
℃
を
下
回
る
作

型
で
は
、
マ
ル
チ
や
ト
ン
ネ
ル
で
地
温
を
確

保
し
ま
す
。
１
畝
２
条
ま
き
で
株
間
30
〜
33

㎝
、
10
㎡
当
た
り
40
〜
45
株
程
度
の
栽
植
数

が
適
当
で
す
。
千
鳥
に
穴
を
あ
け
て
植
え
付

け
る
と
、
日
当
た
り
が
よ
く
な
り
生
育
も
そ

ろ
い
ま
す
。
１
穴
３
〜
５
粒
直
播
し
、
本
葉

が
３
〜
４
枚
出
た
こ
ろ
間
引
き
ま
す
。
間
引

き
後
は
土
寄
せ
し
、
株
元
を
軽
く
押
さ
え
て

お
き
ま
す
。

追
肥

　

追
肥
は
大
変
重
要
で
、
極
早
生
品
種
は
本

葉
５
〜
６
枚
、
中
早
生
種
な
ら
本
葉
６
〜
８

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

スイートコーン担当

田
た

中
なか

　和
かず

幸
ゆき

スイートコーン
耕種基準

畝幅（㎝） 150

条数（条） 2

株間（㎝） 30

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

Ａ1　　基本的には畑に直接播種する　方がよい結果につながります。
どうしても早くまいて収穫期を前進し
たい場合は、深さのあるペーパーポッ
トなどの資材を活用して育苗してくだ
さい。直根型のスイートコーンは、老
化苗を植えると生育が遅れてしまい、
早くまいた意味がなくなります。

A2　　商品性の高い穂は１番　上の第１穂のみになりま
す。第２穂は花粉の供給が不足
して、先端不稔が激しくなりま
す。第２穂以下を早めに収穫し
て、ベビーコーンとして活用す
れば、第１穂の肥大が進み、糖
度が上がる効果が望めます。

↑開花時～開花後：先端不稔、糖度不足、穂の肥大不足を防
ぐため、十分な水を必要とする時期。

左側の穂先は未熟で黄色が薄く実が入っていない。

↑第１穂（左）と第２穂（右
下）の開花差。開花後１週間
以内を目処に下の穂をとり、
ベビーコーンとして販売する
ことができる。

苗を定植するのと
直播とではどちら
がよいですか？

１株から２穂収穫
できますか？

Ｑ1 Ｑ2

好
き
な
野
菜
総
合
４
位

子
ど
も
が
好
き
な
野
菜
第
３
位

皆
が
大
好
き
！

〈熟期判定〉

2日前
（さらに未熟）

1日前
（未熟）

適期 1日後
（過熟）

2日後
（さらに過熟）
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抑制栽培で中生品種
がおすすめの理由

〈各品種列伝〉
モノカラー種の先駆け ！
黄金色の実がおいしい
「キャンベラ86」

　熟期に差がある品種を、少しずつ
播種をずらして栽培すると、収穫期
間を長く保つことができます。播種
から84日で収穫できる中早生の「お
ひさまコーン」、86日で収穫できる
中早生の「おひさまコーン７」、88
日で収穫できる中生の ｢おひさま
コーン88｣ を上手に使ってリレー栽
培することをおすすめします。また、
草勢が強くて熟期が遅い「おひさま
コーン88」は、栽培が難しい抑制栽
培にも利用可能で、収穫期間を秋ま
で延長することができます。

　売り場にできるだけ早く商品を並
べるためには、極早生品種の「ラン
チャー82」をおすすめします。一般
地で、播種から82日で収穫できる極
早生種のため、まだスイートコーン
があまり出回っていない時期にボ
リュームがある商品性の高い穂を収
穫できます。そろいがよく、収穫適
期にも幅があるため、急に温度が上
がって収穫物のしなびが問題になる
初夏収穫の作型でも、安心して利用
していただけます。また、店もちが
よいため、店先で高い商品性を長く
保つことができます。

　最近あまり市場で見かけなくなっ
たバイカラー品種の「カクテル
84EX」をおすすめします。糖度が
高く、粒のやわらかい極良食味品種
で、栽培が容易で、誰でも肥大のよ
い穂が収穫できます。苞葉の色が濃
く、粒色のコントラストが美しいた
め、直売所ではカラーバリエーショ
ンとして目を引く商材になることで
しょう。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…出荷期間を延ばすなら…

　抑制栽培に90日前後の中生品種を使う
理由としては、播種、初期生育が高温に
さらされる抑制栽培では、早生品種は株
ができる前に開花してしまい、まともな
穂が収穫できなくなってしまうことにあ
ります。そのため、秋口の品薄時期に収
穫したい場合では、早生品種を用いるの
ではなく、中生品種の播種期で対応する
ようにします。

　市場でバイカラー品種が全盛のころ、黄色単色種
の「キャンベラ86」はそれまでにない食味品質と栽
培安定性で、多くのファンを得て、現在も家庭菜園
の主役として愛され続けています。今でこそ黄色品
種が主流になりましたが、ブームの先駆けになった
品種といえるでしょう。最近の皮がやわらかい品種
では難しくなった、王道の焼きトウモロコシの味を
「キャンベラ86」で思い出してください。

↑モノカラー種の走りとなった
「キャンベラ86」。最近の品
種にはないしっかりとした皮
で焼きモロコシにも向く。

↑白と黄色のバイカラーが懐かしくて新し
　い「カクテル84EX」。粒がやわらかく
　おいしい。

↑極早生でほかの品種に先駆けて出荷でき、
　しなびに強く店もちもよい「ランチャー
　82」。

↑「おひさまコーン」シリーズを使えば、良
　質のスイートコーンの長期出荷が可能に。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

果
　
菜
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包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

エダマメ耕種基準

畝幅（㎝） 60

条数（条） 1

株間（㎝） 25

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

品
種
選
定

　

エ
ダ
マ
メ
の
品
種
は
、
早
晩
性
に
よ
っ
て

細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
播
種
期
に
合

っ
た
品
種
を
選
ば
な
い
と
、
収
量
が
極
端
に

減
少
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。
一
般
地
で
は
5
月
ま
で
の
播
種
に
は
早

生
種
や
中
早
生
種
を
、
6
月
以
降
の
播
種
に

は
中
生
種
や
晩
生
種
を
使
い
ま
す
。

播
種

　

最
低
地
温
15
℃
を
確
保
し
た
う
え
で
播
種

し
ま
す
。
莢さ

や

の
充
実
に
は
強
い
光
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
、
葉
に
当
た
る
光
の
量
が
不
足

し
て
着ち

ゃ
っ
き
ょ
う莢
不
良
を
招
か
な
い
よ
う
、
過
度
の

密
植
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

潅
水
管
理

　

エ
ダ
マ
メ
は
乾
燥
を
嫌
う
の
で
、
適
度
な

潅
水
が
重
要
で
す
。
開
花
前
ま
で
の
潅
水
は
、

分
枝
や
節
数
を
増
や
し
、
花
数
を
増
加
さ
せ

る
の
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
開
花
着
莢
期
以

降
の
潅
水
は
、
落
花
や
落
莢
を
防
ぎ
、
収
量

増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

収
穫

　

開
花
後
30
〜
40
日
ご
ろ
、
子
実
の
糖
含
量

が
最
大
と
な
り
、
最
も
お
い
し
い
時
期
を
迎

え
ま
す
。
収
穫
の
目
安
は
、
普
通
エ
ダ
マ
メ

は
莢
の
大
部
分
が
肥
大
し
て
未
熟
莢
が
わ
ず

か
に
残
る
こ
ろ
、
茶
エ
ダ
マ
メ
や
黒
エ
ダ
マ

メ
は
マ
メ
に
赤
い
斑
が
出
始
め
る
こ
ろ
で
す
。

　

エ
ダ
マ
メ
は
、
収
穫
直
後
か
ら
急
速
に
鮮

度
が
低
下
し
て
し
ま
う
た
め
、
莢
も
ぎ
や
株

束
ね
な
ど
の
出
荷
調
製
作
業
は
、
涼
し
い
場

所
で
迅
速
に
行
う
な
ど
と
い
っ
た
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

エ
ダ
マ
メ
は
、
ビ
ー
ル
の
お
供
な
ど
と
し

て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
マ
メ
科
野
菜

で
す
が
、
近
年
で
は
、
ダ
イ
ズ
と
同
様
の
良

質
た
ん
ぱ
く
質
を
は
じ
め
、
食
物
繊
維
や
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
を
多
く
含
む

健
康
野
菜
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

お
い
し
く
食
べ
て
夏
バ
テ
予
防
に
も
つ
な
が

る
、
ま
さ
に
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
野
菜
エ
ダ
マ

メ
を
、
出
荷
品
目
に
取
り
入
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

エ
ダ
マ
メ
は
煩
雑
な
管
理
作
業
が
少
な
く
、

栽
培
が
容
易
な
作
物
で
す
。
要
所
を
押
さ
え

た
栽
培
管
理
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
多
収
を

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

圃ほ

場
づ
く
り

　

圃
場
は
、
日
当
た
り
が
よ
く
、
保
水
性
に

す
ぐ
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

土
壌
中
に
生
息
す
る
根こ

ん
り
ゅ
う
き
ん

粒
菌
の
働
き
を
最
大

限
に
引
き
出
す
た
め
に
、
石
灰
な
ど
を
施
す

こ
と
に
よ
っ
て
土
壌
酸
度
を
pH
６
前
後
に
調

整
す
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

エ
ダ
マ
メ
子
ど
も
の
好
き
な
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ
第
５
位
！

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

エダマメ担当

河
かわ

西
にし

　孝
たか

昭
あき

↑エダマメ栽培では、日当たりよく保水性に富んだ圃場を選ぶことが
　ポイント。

↑地温を15℃以上に管理して播種する。

↑収穫適期間近の「快豆黒頭巾」。黒マメは、
莢の表面に赤い斑が出てくるころが適期。
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包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

果
　
菜
エ
ダ
マ
メ

　直売所出荷に当たっては、多彩な
品種群の中から、出荷形態や播種時
期に合う品種をうまく選びましょう。

 

　株ごとの一斉収穫が基本となるエ
ダマメにおいて、出荷期間を延ばす
には「段まき」が必要となります。
中早生種の「富

ふう　き

貴」は、播種適期が
一般地で３月下旬～６月中旬と長く、
播種日設定に幅をもたせられること
から、１品種で長期間の段まきに対
応することができます。

　早生品種の「江
  え   ど みどり

戸緑」は、春先の
早い時期に播種を行う作型におすす
めです。短期収穫が可能で、エダマ
メがあまり店頭に並んでいない時期
に、いち早く初物を出荷することが
できます。また、収穫期になっても
莢がすぐに黄化することがないため、
収穫に幅をもたせることもできます。

「快
 かいとう くろ  ず  きん

豆黒頭巾」は、黒大豆由来の黒
エダマメに属する中早生品種で、特
有の香ばしさと強い甘みをあわせも
った食味のよさが特長です。夏に播
種して初秋に収穫する晩生種が多い
黒エダマメにおいて、春先の播種が
可能な「快豆黒頭巾」は、黒エダマ
メの流通量が少ない盛夏期に出荷を
迎えられるという利点もあります。

資材の活用

　エダマメは、虫による食害を受けやすいため、これを防
ぐことが必要です。「キラリネット」などの防虫網を使っ
て畝にトンネルを張り、その中で栽培するなどの耕種的な
防除が特に効果的で、減農薬栽培にもつながります。ネッ
ト内での栽培は、受粉時の適湿を保ったり、莢肥大期に発
生する莢傷みを防いだりするのにも役立ちます。

↑大莢でおいしい「富貴」。段まきにする
　ことで切れ目なく長期出荷をねらう。
↑大莢でおいしい「富貴」。段まきにする

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…

出荷期間を延ばすなら…

防虫ネットで虫害を防ぐ

Ｑ  大莢を
　  収穫するための
　  コツはありますか？

Ａ　エダマメは、開花が終わって莢肥大に移
行する時期に、最も多くの養分が必要にな

ります。この時期をねらって、追肥や葉面散布
を施すと莢肥大が促され、大莢の収穫につなが
るほか、食味もよくなります。

出荷のヒント

茶エダマメ・黒エダマメでつなぐローテーション
　品種をうまく組み合わせると、直売所で人気の茶エダマメや黒エダマメを、
シーズンを通して出荷することができます。一般地では、４月に「早

　わ　　せ　 くろ　  ず

生黒頭
巾
 きん

」（ 78日 ）の播種からスタートし、「快豆黒頭巾」「福
  ふく  なり

成」（ 80日 ）「濃
  のう  ひめ

姫」（ 82
日）を段まきした後、６月中下旬に一般種の「丹

  たん　 ば　  くろ　おお　 つぶ　だい　  ず

波黒大粒大豆」（113頁参
照）などを播種することで、初夏から秋まで連続した出荷が実現します。

→
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ
い
追
肥

　

で
し
っ
か
り
と
し
た
大
莢

　

の
収
穫
を
ね
ら
う
。

↑タキイ「キラリネ
　ット」などを使用
　すれば虫害を防ぐ
　とともに減農薬栽
　培にもつながる。

↑ビールのお供として欠かせないエダマメ。
　茶マメや黒マメなど直売所ならではの珍し
　い種類も取りそろえたい。

↑黒マメ特有の甘みでおいしく、一般の黒
　マメより早い時期に出荷できる「快豆黒
　頭巾」。

直売所にはこの品種 ! ブリーダー
おすすめ

106　2013 タキイ最前線 春号



包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

発
芽
、
初
期
生
育
期
の
管
理

　

イ
ン
ゲ
ン
の
発
芽
最
適
地
温
は
、
20
〜
25

℃
で
す
。
地
温
が
13
℃
以
下
や
30
℃
以
上
に

な
る
と
、
発
芽
率
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま

う
た
め
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
マ
ル
チ
資
材

な
ど
を
用
い
て
適
温
保
持
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
根
傷
み
の

原
因
と
な
る
水
分
過
多
は
避
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
逆
に
土
壌
が
乾
燥
し
す
ぎ
る

と
、
順
調
な
生
育
が
抑
え
ら
れ
て
し
ま
う
た

め
、
土
壌
水
分
保
持
と
い
う
意
味
で
も
、
マ

ル
チ
の
使
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

栽
植
密
度

　

過
度
な
密
植
は
日
照
不
足
に
よ
る
落
花
や

莢さ
や

色
の
悪
化
の
原
因
と
な
り
、
秀
品
率
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
つ
る
あ
り
種
は
、
畝

幅
約
2
m
株
間
約
50
㎝
で
２
条
ま
き
と
し
、

葉
全
体
に
光
が
当
た
る
よ
う
ネ
ッ
ト
誘
引
を

し
ま
す
。
つ
る
な
し
種
は
、
畝
幅
約
1
・

5
m
株
間
約
30
㎝
で
２
条
ま
き
程
度
と
し
ま

し
ょ
う
。

開
花
着ち

ゃ
っ
き
ょ
う莢

期
の
管
理

　

開
花
着
莢
時
期
は
、
つ
る
あ
り
種
、
つ
る

な
し
種
と
も
、
水
分
が
不
足
す
る
と
莢
の
曲

が
り
や
短
莢
の
原
因
と
な
る
た
め
、
多
め
の

潅
水
で
適
湿
を
保
ち
ま
す
。
特
に
つ
る
あ
り

種
は
、
こ
の
時
期
以
降
は
草
勢
が
衰
え
な
い

よ
う
に
、
適
宜
追
肥
を
行
う
こ
と
が
秀
品
率

を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

イ
ン
ゲ
ン
は
、
和
食
の
彩
り
や
洋
食
の
付

け
合
わ
せ
な
ど
と
し
て
、
広
く
日
本
人
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
冷
凍
品
や
加

工
品
が
多
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
来
の
お
い
し
さ
を
楽
し
む
に
は
、
と

れ
た
て
を
味
わ
う
の
が
一
番
で
す
。
こ
の
夏

は
イ
ン
ゲ
ン
を
出
荷
品
目
に
取
り
入
れ
、
収

穫
直
後
の
新
鮮
な
イ
ン
ゲ
ン
で
、
直
売
所
を

訪
れ
た
消
費
者
の
目
を
ぐ
っ
と
引
き
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

イ
ン
ゲ
ン
は
、
要
所
を
押
さ
え
て
管
理
の

手
を
少
し
加
え
て
や
る
だ
け
で
、
秀
品
率
を

ぐ
っ
と
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

圃ほ

場
づ
く
り

　

連
作
障
害
が
出
る
た
め
、
同
じ
圃
場
で
繰

り
返
し
栽
培
す
る
場
合
は
、
少
な
く
と
も
３

〜
４
年
の
間
隔
を
と
り
ま
す
。
耐
湿
性
が
弱

い
た
め
、
排
水
の
よ
い
圃
場
を
選
ぶ
こ
と
も

大
切
で
す
。
ま
た
、
通
気
性
の
高
い
土
壌
ほ

ど
根
張
り
が
よ
く
な
る
た
め
、
有
機
質
を
十

分
に
施
す
こ
と
が
良
品
多
収
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

イ
ン
ゲ
ン

インゲン耕種基準

畝幅（㎝）
200(つる有）
120(つる無）

条数（条） 2

株間（㎝）
45(つる有）
35(つる無）

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

インゲン担当

河
かわ

西
にし

　孝
たか

昭
あき

↑つるあり種は畝幅約２ｍ株間約50cmで２条まきとし、ネット誘引し
　て栽培する。

↑発芽最適地温は20～25℃。著しい低温を避けるため、
　マルチを用いて適温保持に努める。

↑つるあり種

↑つるなし種

Ｑ  収穫は
　　どのくらいの
　　頻度で行えば
　　よいですか？ 

→
開
花
着
莢
期
は
つ
る
な
し
・
つ
る
あ
り
種
と
も
水

　

管
理
に
注
意
し
て
適
湿
を
保
つ
。

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

ビ
タ
ミ
ンB1　
　

が
豊
富

疲
労
回
復
・
夏
バ
テ
防
止
に
！

B2
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包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

果
　
菜
イ
ン
ゲ
ン

　多種多様な品種が流通しているイ
ンゲンは、複数の品種を少量ずつ栽
培するなどの工夫によって、さまざ
まなパターンでの出荷が可能となり
ます。

 

　
　長期出荷を目指すなら、つるあり
品種がおすすめです。「スラットワ
ンダー」は、一般的な丸莢のつるあ
り種で、莢色が濃く、商品性が高い
ことが特長です。「モロッコ」は、
多肉質で厚みがある珍しい莢形の品
種です。甘みがあって非常においし
く、粘りのある独特の食感が楽しめ
ます。

　つるなし品種は、適期栽培では播
種後55～65日という短期間で収穫
が可能です。丸莢種の「恋みどり」
は、莢色が従来の品種にはない極め
て濃い緑色をしているため、店頭に
並べた時に見栄えがよく、消費者の
目を引きつけます。同じく丸莢種の
「さやっこ」は、集中着莢型の珍し
い品種で、一斉収穫が可能であるほ
か、莢のそろいがよいため、収穫や
調製作業の手間が大幅に減少します。

「さつきみどり2号」は、やや子実
の凹凸が目立つ莢が特徴の「どじょ
うタイプ」に属するつるなし品種で
す。莢が肉厚でやわらかく、甘みも
豊かで食味が非常にすぐれています。

資材の活用

　つるなし種は、ネット
による誘引は不要ですが、
特に着莢期以降、風雨や
莢の重みによって株が傾
いたり、倒伏したりする
ことがあります。莢が地
面についてしまうと、莢
の曲がりや病害が起こり
やすくなるため、フラ
ワーネットや誘引ひもな
どの資材を使って、株を
支えるようにするとよい
でしょう。

↑生育期間の短いつるなし種は早出し短期
　出荷に適している。極濃緑色の莢が他品
　種との差別化を図れる「恋みどり」。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…

出荷期間を延ばすなら…

～株の倒伏防止対策～

Ｑ  収穫は
　　どのくらいの
　　頻度で行えば
　　よいですか？ 

Ａ　つるあり種の場合、収穫が遅れ
ると草勢が衰えてその後の収量減

につながるため、毎日の収穫をおすす
めします。つるなし種は、「さやっこ」
のような集中着莢型の品種は一斉収穫
が可能ですが、「恋みどり」などの通常
品種は１週間に２回程度は収穫しまし
ょう。

出荷のヒント

段まきでつるなし品種の
長期出荷を目指す

　つるなし品種は、つるあり品種に比べて栽培期間が
短く、栽培に手間もかかりません。しかし株が小さい
分、収穫期間が短く、長期間の出荷には不適という欠
点もあります。これを解決するためには、「段まき栽
培」がおすすめです。１～２週間おきに播種すること
で、計画的な長期間出荷が可能になります。　

↑つるあり種では草勢維持のため、
　収穫は原則毎日行う。

→
段
ま
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ

　

る
な
し
種
で
も
長
期
出
荷
が
望

　

め
る
。
（
写
真
は
「
つ
る
な
し

　

モ
ロ
ッ
コ
」
の
収
穫
）

↑つるなし種も、着莢期以降の倒伏を
　防ぐため誘引ひもなどで株を支える。

※つるなし品種でも栽培条件によってつるが出ることがあります。

↑長期出荷を目指すならつるあり種がおすす
　め。おいしさで一押しの「モロッコ」。
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施
肥
管
理
と
収
穫

　

春
ま
き
栽
培
は
収
穫
期
に
向
か
っ
て
気
温

が
上
昇
し
て
い
く
作
型
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
の

生
育
と
し
て
は
初
期
が
緩
慢
、
中
後
期
に
か

け
て
旺
盛
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
初
期

生
育
を
後
押
し
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
中
後
期
に
肥
効
が
残
っ
て
い
る
と
、

生
育
が
旺
盛
に
な
り
す
ぎ
て
腐
敗
や
裂
球
の

原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
食
味
・
甘
さ
が

低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め
元
肥
主
体
で
、
追

肥
も
早
め
に
施
し
、
収
穫
時
期
に
は
肥
効
が

落
ち
着
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

土
壌
の
肥ひ

沃よ
く

度
や
前
作
の
残
留
度
合
い
に

も
よ
り
ま
す
が
、春
ま
き
栽
培
に
必
要
な
チ
ッ

ソ
成
分
は
10
㎡
当
た
り
2
0
0
〜
2
5
0
ｇ

程
度
で
す
。
そ
の
う
ち
の
７
割
程
度
を
元
肥
、

残
り
を
追
肥
と
し
て
施
用
し
ま
す
。

　

収
穫
期
が
や
や
高
温
で
梅
雨
と
重
な
り
ま

す
の
で
、
裂
球
や
過
湿
に
よ
る
腐
敗
が
起
こ

り
や
す
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
収
穫
は
早

め
に
行
う
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

育
苗
は
温
度
管
理
に
注
意

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
生
育
適
温
は
15
〜
20
℃
で
す

が
、
春
ま
き
栽
培
で
は
こ
れ
よ
り
も
寒
い
時

期
の
播
種
、
育
苗
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

温
度
管
理
が
重
要
で
す
。
温
室
や
温
床
、
被

覆
資
材
を
利
用
し
て
最
低
気
温
10
℃
を
目
安

に
保
温
し
ま
す
。
た
だ
し
蒸
し
込
み
す
ぎ
る

と
苗
が
軟
弱
徒
長
し
、
定
植
後
の
生
育
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
日
中
は
25
℃
程

度
を
目
安
に
換
気
を
行
い
ま
す
。
ま
た
定
植

１
週
間
前
か
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
外
気
に

触
れ
さ
せ
、
定
植
後
の
環
境
に
慣
ら
し
ま
し

ょ
う
。

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ベ
ツ
（
春
ま
き
）

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

キャベツ担当

徳
とく

竹
たけ

　俊
しゅん

志
じ

↑寒い時期の播種となる春まき栽培では
温度管理が重要になる。最低気温10℃
以上を目安に保温。

→
や
や
高
温
で
梅
雨
時
期
の
収
穫
と
な
る
の
で
、

　

裂
球
や
腐
敗
を
避
け
る
た
め
早
め
の
収
穫
を
。

キャベツ（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 60～120

条数（条） 1～2

株間（㎝） 30～40
※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

資材の活用

　春まき栽培では、定植後の低温ストレスによ
り側芽が発生して生育が遅れたり、尖り玉にな
ったりすることがあります。平均気温が10℃を
下回る時期に定植する場合は、「テクテクネ
オ」などの不織布をベタがけして保温するのが
お手軽で効果的です。気温が上がってきたらベ
タがけを撤去します。栽培地域のソメイヨシノ
の開花が目安となります。

「テクテクネオ」を使って効果的な
温度管理を

↑適度の保温性があり、生育促進に効果のある「テクテ
クネオ」。

Ａ　菌
きん

核
かく

病と軟
なん

腐
ぷ

病には特に注意が必要です。菌核病は土壌中の
原因菌が夏場の湛水で死滅しますので、水田の後に作付けする

のが有効です。また、地下深くでは菌の増殖が抑えられるため、作
付け前に天地返しを行うことも効果的です。軟腐病は原因細菌が降
雨による跳ね返りで土とともに地上部に運ばれ、高温多湿により増
殖します。そのため高畝にする、株間を広くとるなど過湿に対する
工夫や、ポリマルチを利用するなどの土を付着させない工夫があり
ます。どちらの病害も発生株は抜き取り、被害拡大を抑えるとともに、
次作への影響を少なくしましょう。

Ｑ  春まき栽培で注意すべき病害と
      その防除法は？

好
き
な
野
菜
総
合
第
５
位
！

サ
ラ
ダ
に
炒
め
物
に

万
能
の
葉
野
菜
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キャベツ

ト
マ
ト

 

「涼
すず

音
ね

」は圃
ほ

場貯蔵性にすぐれる寒
玉中生種です。特に裂球が遅いため、
圃場に長く置くことができ、計画出
荷が可能です。また肥大性、そろい
性にもすぐれています。６月上旬か
らの気温が上がって来る時期に向け
て栽培することで、安定した品質の
キャベツを長い間収穫することがで
きます。

「春
はる

波
なみ

」は春キャベツタイプの極早
生良質種です。葉がやわらかくてみ
ずみずしく、食感にすぐれます。早
熟性にすぐれるので、ゴールデン
ウィーク前後の早い時期の収穫に最
適です。鮮やかな緑色で、球面には
適度なウェーブがあり、新鮮さをア
ピールするうえでも有利な品種です。
その葉のやわらかさから傷みやすく、
裂球がやや早いため、早めの収穫で
春キャベツとしての季節感と鮮度を
アピールすることをおすすめします。

「Y
ワイ

R
アール

春
はる

空
ぞら

」は良質種のやわらかさ
と、寒玉種のしっかりとした味わい
を兼ね備えたおいしい中早生種です。
サクサクとした食感とジューシーさ
が特長で、甘みもあります。サラダ
でその食感を楽しむのはもちろん、
さっと加熱して甘みを際立たせる調
理もおすすめです。また晩抽性や早
熟性、玉ぞろいのよさなど、栽培し
やすい特性を持ち合わせています。

↑作りやすい極早生種。春キャベツの鮮度を
　生かして差別化を図りたい「春波」。

早く出して短期で
勝負するなら

味にこだわって
作り込むなら

出荷期間を
延ばすなら

↑甘みのあるやわらかな葉の春キャベツなら、
　さっと火を通しただけのホットサラダなど
　もおすすめ！
 （料理：春キャベツホットベーコンソース）

私の食卓  

丸玉キャベツの魅力

私の
食卓

　現在日本では「寒玉種」「良質種」が広く周年出回っていますが、も
う一つ、量は少ないものの春から秋にかけて「グリーンボール」と呼ば
れる「丸玉種」が出回ります。この種は「光沢のある球状の外観」と「肉
厚でやわらかく、ジューシーな食感」が特長です。サラダで食べるとし
っかりとした噛みごたえと、ジュワっとあふれ出すみずみずしさが楽し
めるため、わが家では時折意識して食卓に取り入れ、「寒玉種」「良質
種」とは違った魅力を味わっています。また、この肉質を生かした浅漬
けは、水っぽくならず味が濃いため格別です。
「ジャンヌ」は春まき適応性にすぐれ、早まき栽培でも尖り玉になりに
くい丸玉種です。もちろん丸玉種としての食味のよさももっています。
　一般的に丸玉種はほかのキャベツよりも根が弱く、極端な過湿・乾燥
を嫌うため、環境を安定させるためにマルチ栽培をおすすめします。
　特に生食用に向く特徴をもつ丸玉種を、新鮮さを売りにできる直売所
向けに取り入れてみてはいかがでしょうか？「肉厚」「ジューシー」を
アピールポイントに、「寒玉種」「良質種」とはまた違ったおいしいキ
ャベツとして押し出してみてください。

→
肉
厚
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食

　

感
は
浅
漬
け
に
も
向
く
。

 

←
春
ま
き
に
適
す
る

　

 

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル  

  

「
ジ
ャ
ン
ヌ
」
。

↑裂球が遅く圃場に長く置ける「涼音」。

キ
ャ
ベ
ツ

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

葉
　
菜
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キ
ャ
ベ
ツ



ウ
ス
内
や
室
内
で
保
温
し
て
発
芽
を
促
し
ま
す
。

　

春
に
な
り
日
差
し
が
強
く
な
る
と
、
ハ
ウ

ス
の
中
で
は
気
温
が
上
が
り
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、

換
気
を
行

っ
て
高
温

に
な
ら
な

い
よ
う
に

し
ま
す
。

肥
培
管
理

　

土
壌
の
肥ひ

沃よ
く

度
に
よ
っ
て
適
宜
調
整
が
必

要
で
す
が
、
一
般
的
に
チ
ッ
ソ
成
分
で
10
㎡

当
た
り
春
ど
り
は
１
５
０
ｇ
前
後
、
夏
ど
り

は
１
０
０
〜
１
２
０
ｇ
を
目
安
に
し
、
速
効

性
の
肥
料
を
全
量
元
肥
で
施
し
ま
す
。

　

肥
料
が
多
す
ぎ
る
と
、
形
状
の
乱
れ
、
軟な

ん

腐ぷ

病
な
ど
の
病
害
、
チ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
発
生

な
ど
に
つ
な
が
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ル
チ
の
利
用

　

マ
ル
チ
で
畝
を
被
覆
す
る
こ
と
で
、
極
端

な
乾
燥
や
降
雨
後
の
過
湿
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
雑
草
の
抑
制
や
土
の
跳
ね
返
り
に

よ
る
病
害
の
発
生
を
抑
え
る
効
果
も
あ
り
、

マ
ル
チ
の
利
用
は
不
可
欠
で
す
。

　

マ
ル
チ
の
色
は
作
型
に
よ
っ
て
使
い
分
け

ま
す
。
低
温
期
は
黒
マ
ル
チ
で
地
温
を
確
保

し
、
高
温
期
は
白
マ
ル
チ
で
地
温
上
昇
を
抑

制
し
ま
す
。

収
穫

　

春
か
ら
夏
の
上
昇
気
温
下
で
は
、
初
期
の

生
育
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
後
半
は
気
温
の

上
昇
と
共
に
生
育
が
旺
盛
に
な
り
、
収
穫
適

期
が
短
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

収
穫
が
遅
れ
て
過
熟
に
な
る
と
、
チ
ッ
プ

バ
ー
ン
の
発
生
や
ト
ウ
立
ち
に
つ
な
が
り
品

質
の
低
下
を
招
き
ま
す
。
早
め
の
計
画
的
な

収
穫
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

レ
タ
ス
は
ほ
か
の
葉
菜
類
に
比
べ
る
と
、

温
度
・
施
肥
量
・
土
壌
水
分
な
ど
の
外
部
環

境
に
敏
感
で
す
。
そ
れ
ら
を
急
激
に
変
化
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、
上
作

に
つ
な
が
り
ま
す
。
春
か
ら
夏
の
気
温
が
高

く
降
水
量
の
多
い
時
期
は
、
特
に
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
て
栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。

発
芽

　

レ
タ
ス
の
発
芽
適
温
は
20
℃
前
後
で
す
。

10
℃
以
下
の
低
温
や
、
25
℃
以
上
の
高
温
で

は
発
芽
不
良
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

冬
の
寒
い
時
期
で
あ
れ
ば
、
播
種
後
は
ハ

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

レ
タ
ス

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

レタス（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 45～180

条数（条） 1～4

株間（㎝） 27～35

レタス担当

岡
おか

田
だ

　有
ゆう

平
へい

↑レタスは比較的外部環境の変化に敏感。
温度・施肥量・土壌水分の管理をバラ
ンスよく。

↑発芽適温20℃前後。保温
・換気など気候によって
対応して適温を保つ。

↑トウ立ち・チップバーンを避けるために、早めの
収穫を心がける。

リーフレタス（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 45～180

条数（条） 1～4

株間（㎝） 25～32

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

おすすめ レシピ ・レタス…1/2個　
・クレソン…1束　
・パルメザンチーズ…大さじ3　
〈ソース〉
・マヨネーズ…大さじ1　
・オリーブオイル…大さじ1　
・醤油…小さじ1　
・切り塩昆布…大2　
・塩…適宜　
・コショウ…適宜

1レタス、クレソンはちぎって冷水に晒し、水を
　切っておく。
2ソースの分量をよく混ぜて1と和える。皿に盛
　り、パルメザンチーズをかける。

作
り
方

材
料パルメザンチーズサラダ
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サ
ラ
ダ
野
菜
の
定
番
！ 

鍋
料
理
で
も

旨
み
の
あ
る
食
感
が
楽
し
め
る
！



ト
マ
ト

早出しの工夫と
資材の活用

 

「グリーンジャケット」は適温期～
高温期の栽培に適し、耐暑性・晩抽
性にすぐれる濃緑のグリーンリーフ
です。高温や多雨の条件下でも形状
の乱れやチップバーンの発生が少な
く、生育がじっくりしていて在圃性
もあり、栽培しやすい品種です。春
～初夏どりで、出荷期間を延ばした
い場合におすすめです。

「マノア」の外見は結球レタスとサ
ラダ菜の中間で、ミニの半結球レタ
スです。条間・株間共に15㎝程度の
密植が可能で、小面積でも多くの玉
を収穫することができます。生育ス
ピードは早く、適温下では定植後30
日程度で収穫できる超極早生です。
ほかのレタス類よりも短期間で栽培
するのにおすすめの品種です。

　エンダイブは、レタス類にはない
ほろ苦い味が特徴で、サラダのアク
セントに最適です。普通に栽培する
と苦みが強すぎるので、収穫の１～
２週間前に結束して内部を軟白させ
るのがポイントです。
　株間や施肥などの設定はリーフレ
タスと同様に行います。過熟になる
とチップバーンが出やすいので、
早めの収穫を心がけま
しょう。

↑短期間で収穫でき、半結球でソフトな歯応
　えがクセになるミニレタス「マノア」。

↑エンダイブのカリカリトーストサラダ。
　エンダイブの苦みがアクセントに。

↑
ほ
ろ
苦
い
味
が
特
徴
の

　

エ
ン
ダ
イ
ブ
。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…出荷期間を延ばすなら…

歯触りのよい
食感が魅力！
コスレタス
　レタスといえばサラダなど
生食で使われることがほとん
どですが、「コスレタス」は
肉厚でシャキシャキ感が強い
ので加熱調理にも向きます。
　私のおすすめ調理法は「鍋」
です。短時間加熱することで、
コスレタスのシャキシャキ感
がほどよく残ります。ハクサ
イよりも色が濃く、いつもと
は違う色合いの鍋になるでし
ょう。

　　　　私の食卓

Ａ　レタスはほかの　葉菜
類に比べて苗が徒長しや

すいので、以下の点に注意し
て育苗してください。
・培土は「タキイセル培土Ｔ
Ｍー１」などの、チッソ１
ℓ当たり1 5 0㎎程度の少肥
タイプを使用します。育苗
は、換気しやすく風通しの
よい場所で行います。

・潅水は、１日に１～２回と
し、遅くとも昼までに行い
ます。液肥は苗の状態を見
ながら、育苗後半に数回与
える程度でよいでしょう。

Ｑ  苗の徒長を防ぐには？

　まだ寒い冬の終わりから早春に定植する
作型においては、品種の選択と資材の有効
活用を組み合わせることで、より早くレタ
スを出荷することができます。
　品種は、「レッドファルダー」「グリー
ンウェーブ」「マノア」など、低温期でも
生育が旺盛なものを選択します。
　育苗では1 2 8穴や72穴トレイなどを使い、
大きい苗を作ります。育苗後半はしっかり
と外気に当て、寒さに慣らしておきます。
畑は黒･透明･緑など保温効果の高いマルチ
を使用し、定植後は「テクテクネオ」など
でベタがけをします。
　春先は病虫害が少なく、無農薬で栽培す
ることも可能です。周りの人よりも一足早
い出荷にチャレンジしてみませんか？

←
低
温
期
で
で
も
生
育
旺
盛
な

「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
」
。

　　　　私の食卓
私の
食卓

↑
独
特
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
加
熱
料
理
で
も

楽
し
め
る
「
コ
ス
レ
タ
ス
」
。

農家レストラン向き類をピックアップ！

↑マルチの使用、「テクテクネ
オ」でのベタがけなど、保温
対策に努める。

↑レタス苗の徒長を
防ぐには、「タキ
イセル培土ＴＭー
１ 」など少肥タイ
プの肥料がおすす
め。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

葉
　
菜
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包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
4
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

前
に
週
1
回
程
度
、
規
定
濃
度
で
液
肥
を
与

え
ま
す
。

ポ
ッ
ト
上
げ

　

播
種
と
同
様
に
清
潔
で
、
排
水
性
、
通
気

性
の
よ
い
用
土
を
使
用
し
ま
す
。
播
種
後
2

カ
月
程
度
（
本
葉
4
〜
5
枚
を
目
安
）
が
適

期
と
な
り
ま
す
。
ポ
ッ
ト
上
げ
時
に
深
植
え

す
る
と
根
張
り
が
悪
く
な
り
、
生
育
が
緩
慢

に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
葉
が

土
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
と
、
病
気
の
発
生
を

助
長
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ポ
ッ
ト
上
げ
直
後
は
用
土
を
乾
か
さ
な
い

よ
う
に
潅
水
し
、
根
の
活
着
後
は
用
土
が
乾

い
た
ら
潅
水
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
過
湿
は

根
腐
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
、
追
肥

は
週
1
回
程
度
、
定
期
的
に
液
肥
を
与
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

出
荷
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト

　

低
温
期
の
潅
水
は
葉
が
い
つ
ま
で
も
濡
れ

て
い
る
と
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で

晴
れ
た
日
の
午
前
中
に
行
い
、
過
湿
に
な
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
ま
た
高
温
期
の

暑
い
時
間
帯
に
潅
水
す
る
と
株
が
弱
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
朝
夕
の
涼
し
い
時

　

ベ
ゴ
ニ
ア
は
2
0
0
0
種
以
上
の
野
生
種

と
そ
の
交
配
種
か
ら
な
る
変
化
に
富
ん
だ
園

芸
植
物
で
す
。
花
色
は
白
、
桃
、
赤
、
オ
レ

ン
ジ
と
鮮
明
な
色
で
、
花
の
形
は
一
重
か
ら

八
重
、
葉
も
一
般
的
な
緑
葉
か
ら
銅
葉
、
斑

入
り
と
非
常
に
多
彩
で
す
。
多
種
多
様
な
ベ

ゴ
ニ
ア
の
中
で
最
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
が

セ
ン
パ
ー
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
種
で
、
栽
培
性
が

す
ぐ
れ
て
お
り
、
春
〜
秋
の
主
要
品
目
に
な

っ
て
い
ま
す
。
播
種
期
を
ず
ら
す
こ
と
で
長

期
間
出
荷
で
き
、
直
売
所
向
け
に
お
す
す
め

で
す
。

　

今
回
は
セ
ン
パ
ー
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
種
の
中

で
も
直
売
所
出
荷
向
け
の
極
早
生
品
種
「
F1

モ
ン
ザ
」
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

播
種
・
育
苗　

　

播
種
に
は
「
タ
キ
イ
た
ね
ま
き
培
土
」
の

よ
う
な
清
潔
で
排
水
性
、
通
気
性
の
よ
い
用

土
を
使
用
し
ま
す
。
2
8
8
穴
ト
レ
イ
に
播

種
し
、
好
光
性
種
子
の
た
め
覆
土
は
し
な
い

か
、
も
し
く
は
種
子
が
隠
れ
る
程
度
に
薄
く

覆
土
し
ま
す
。
発
芽
の
温
度
は
お
よ
そ
20
℃

で
、
種
子
は
ペ
レ
ッ
ト
加
工
さ
れ
て
い
ま
す

が
微
細
な
の
で
、
潅
水
は
種
子
が
流
れ
な
い

よ
う
に
目
の
細
か
い
ジ
ョ
ウ
ロ
で
行
う
か
、

も
し
く
は
底
面
給
水
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

播
種
か
ら
発
芽
ま
で
に
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
う

と
発
芽
が
極
端
に
悪
く
な
る
の
で
、
土
の
表

面
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
管
理
し
ま
す
。
低

温
期
に
播
種
す
る
場
合
は
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

被
覆
し
、
適
温
・
適
湿
を
保
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

播
種
後
お
よ
そ
2
週
間
で
発
芽
し
、
過
湿

は
根
腐
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
、
発
芽
後
は

潅
水
を
控
え
め
に
し
、
根
の
伸
長
を
促
し
ま

す
。
さ
ら
に
温
度
を
15
〜
25
℃
で
管
理
す
る

と
順
調
に
生
育
し
ま
す
。
葉
色
が
薄
く
な
る

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

ベ
ゴ
ニ
ア 

セ
ン
パ
ー
フ
ロ
ー
レ
ン
ス「
F1
モ
ン
ザ
」  シ
リ
ー
ズ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

ベゴニア担当

田
た

中
なか

　秀
ひで

典
のり

直
売
所
に
は
こ
の
品
種
!

「
F1
モ
ン
ザ
」
シ
リ
ー
ズ
の

品
種
特
性

1
従
来
の
品
種
よ
り
5
〜
10
日
程
度
開
花
が
早

く
、
花
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
極
早
生
品
種
。

2
比
較
的
小
葉
で
草
姿
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
高
温
下
で
も
徒
長
し
に
く
く
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
ま
る
。

4
花
色
は
ア
ッ
プ
ル
ブ
ロ
ッ
サ
ム
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
、
コ
ー
ラ
ル
、
オ
レ
ン
ジ
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
、
ピ
ン
ク
、
ロ
ー
ズ
、
サ
ー
モ

ン
オ
レ
ン
ジ
、
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
、
ホ
ワ

イ
ト
の
全
9
色
の
シ
リ
ー
ズ
。

5
鮮
明
な
花
色
を
生
か
し
た
単
色
も
し
く
は 

ミ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
出
荷
形
態
が
と
れ
る
。

6
極
早
生
品
種
の
た
め
栽
培
期
間
を
短
縮

で
き
、
従
来
品
種
よ
り
も
種
子
代
が
安

価
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
。

3
一
般
的
な
9
〜
10
･
5
㎝
ポ
ッ
ト
で
の

花
つ
き
苗
出
荷
か
ら
4
〜
5
寸
鉢
で
の

大
株
仕
立
て
の
出
荷
も
可
能
。

2013 タキイ最前線 春号　155



草
　
花
ベ
ゴ
ニ
ア 

セ
ン
パ
ー
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

ベゴニア センパーフローレンス

春出荷

初夏出荷

初秋出荷

加温

加温

播種 生育期ポット上げ 出荷期

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

遮光（30～50％）

間
帯
に
行
い
ま
す
。

　

8
〜
9
月
の
秋
出
荷
で
は
、
30
℃
を
超
え

る
よ
う
な
時
期
の
栽
培
に
な
り
ま
す
。
こ
の

作
型
で
は
開
花
し
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た
強

日
照
で
葉
焼
け
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
温
・
強
日
照
に
は
30
〜
50
％
程
度
の
遮
光

と
換
気
を
し
て
対
応
し
ま
す
。

病
虫
害
対
策

　

ス
リ
ッ
プ
ス
や
ダ
ニ
な
ど
が
発
生
し
や
す

い
の
で
予
防
と
し
て
株
元
に
粒
剤
を
散
布
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
傷
ん
だ

葉
や
花
が
ら
は
病
気
の
原
因
と
な
る
の
で
、

こ
ま
め
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

「F1モンザ」シリーズ

品種名 花色 開花の早晩

F₁モンザ ブラッシュ 白地に濃桃色 ◎
F₁モンザ オレンジスカーレット 濃い朱赤色 ◎
F₁モンザ ローズ 濃桃色 ○
F₁モンザ スカーレット 緋紅色 ◎
F₁モンザ コーラル 朱紅色 ○
F₁モンザ アップルブロッサム 白地に弁縁桃色 ○
F₁モンザ ピンク 明桃色 ◎
F₁モンザ ホワイト 純白色 ○
F₁モンザ サーモンオレンジ 明オレンジ色 ○

品種特性表

ネーミングの由来
　「F₁モンザ」シリーズは、世界最速のF1グランプリレースが
行われるイタリアのモンザサーキットに由来しています。従来
品種よりも開花の早いことがシリーズ名に相応しいと、命名さ
れました。

F₁モンザ コーラル

F₁モンザ ローズ

F₁モンザ ホワイト

おすすめの出荷時期（栽培暦）

F₁モンザ ブラッシュ

F₁モンザ ピンクF₁モンザ スカーレット F₁モンザ アップルブロッサム

F₁モンザ オレンジスカーレット

F₁モンザ サーモンオレンジ
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